
班会合の議題

防災について

■来年度は地域防災拠点訓練（川和小学校）が当自治会の担当となります。

　コロナ禍における防災訓練について、ご意見、アイデアをお願いします。

■災害時、コロナ禍においては、防災拠点（川和小学校）への避難は難しいと思われ

　在宅避難となります（在宅可能な場合）その為、ご自宅に食糧、水、トイレの備蓄を

　どのようにしたら周知徹底していただけるか、お話し合いをお願いします。

　（循環備蓄のお願い）

■自治会の防災ですが、防災サポーターの様な仕組みを検討しています。

　ご意見をお願いします。

＊防災サポーターとは。

　　災害時、各班の家庭防災員が中心となり、ご近所を見回りますが

　　救助の手助けをしていただける方をを新たに防災サポーターとして

　　（年齢は問いません）募集し登録します。

　　あらかじめ、避難時にお手伝いの必要な方をご了承の上、登録させていただき

　　家防員、防災サポーターに名簿をお渡しします

■その他、防災についてのご意見をお願いします。

防犯について

■お散歩パトロールが開始されました（１４名の方が活動されています）

■相変わらずの特殊詐欺がこの地域でも多発しています。

　コロナ禍が収まったら、都筑警察署による講習会を計画しています。

■夜回りのルートが変更となりました。

■来年度、防犯カメラの設置を計画しています。

　　これらの件、又その他、防犯についてご意見をお願いします。

ゴミの収集について

■ご意見がありましたらお願いします。

夏祭りについて

　■会員の親睦、顔の見える関係づくり、子ども達への思い出作り等

　夏祭りは、自治会にとってとても防災にとっても、大切なイベントです。

　一昨年は、新しいイベントを行い多くの会員でとても賑わいました。

　ただ、理事、評議員、お祭りの実行委員会の方々の負担が増えてしまいました。

　又高齢化により、活動の出来る方々が年々少なくなっております。

　こうした中で、今後は、若い方々のご活躍が無いと、従来通りの規模は

　難しくなってしまいます。

　そこで、今年は、４月より、新しいお祭りのボランティアを立ち上げ、

　サポーターを募りたいと考えています。

　班会合でも、サポーターは名乗りを上げてください。

　又、家庭防災員も加えて、理事、評議員、合計５１名体制としたいと思います。



　お祭りでのコミュニケーションや、大変なお仕事を皆で克服した満足感は

　災害時の助け合いや、高齢化対策に繋がります。

　年に２日だけ、地域の為に、未来の為に汗を流していただきたいと思っていますが

　この様な計画についてのご意見をお願いします。

　お祭りの省力化についてもご意見をおねがいします。

（例）〇提灯を高所に取り付けるのをやめて、希望された、会員の玄関に設置して

　　　いただく。

　　　〇立て看板を、ポスターのみとする。

　　　〇食べ物を一部購入品とする。　　

　　　〇テントを簡易型にする。

　　　　　　

高齢化対策

　自治会の最重要課題となります。

　■理事、評議員、家庭防災員の活動について、

　　ご高齢の方々には、ご負担となっている事は承知しています。

　　お仕事の内容を少なくすると、常任理事の負担が増えて

　　役員の担い手が無くなります。

　　理事と評議員を一緒にすると、イベントの人員の確保が難しくなります。

　　家庭防災員は、近く発生する大地震や火災対応にとても重要です。

　　（現在、理事、評議員のお仕事は、以前に比較して減っています）

　　難しい課題です。　　

　■今後ご高齢で、お一人暮らしが増えていきます。　

　　住み慣れた場所で生き生きと生活できる街づくりとして

　　お買い物、庭木の手入れ、ゴミや不用品の処理、お掃除,

      通院の付き添い、家具移動、犬の散歩、力仕事

　　等を、お元気な方が有償で行っている街もあります。

　　（豊橋市、三本木自治会、お互いさまの会）

　　ご参考までに記載をさせていただきました。

■理事・評議員手当についてご意見ください。

　　現行：なし

■会報について　ご意見をお願いします。

■歩け歩け大会、運動会など川和連合町内会が主催するイベントについての

　ご意見をお願いします。

■その他


